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１　事務事業の目的・内容

令和4年度 令和5年度 目標方向

1 88 83 ↑

2
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4
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0.55 3630 3630 0.3 1980

0 0 0.25 450
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２　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

指標

指標名 令和3年度 単位 令和7年度（目標）

狂犬病予防注射接種率 89 % 96

事業名 狂犬病予防対策経費
会計
一般

事業内容

狂犬病予防法により、狂犬病の発生及び蔓延を防止するため、犬の飼い主に義務付けられた犬の登録と予
防接種率の向上を図り、注射済票の交付を行ない、環境被害のない健全な生活環境を作る。
また、畜犬所有者の転出入者の取り扱い、各市町村・保健所からの照会への対応、原簿登録の管理を行っ
ている。

政　策 9　持続可能な町の形をつくるために 課名 みらい環境課

施　策 9-5　環境衛生対策の推進 係名

事業
目的 対象 犬の飼い主

目的（対象がどのよ
うな状態になっている

か）

狂犬病の発生及び蔓延を防止するため、畜犬登録を行
い予防接種率の向上を図り、環境被害のない健全な生
活環境を作る。

令和4年度（決算） 令和5年度（決算） 令和6年度（予算）

全体事業費（千円）A+B 4,591 4,489 3,282

財源
内訳

直接事業費Ａ 961 859 852

　　　　　うち一般財源 0 0 0

人件費（千円）B 3,630 3,630 2,430

内訳
一般職員（人・千円） 0.55

臨時職員（人・千円） 0

３　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善＜※主管課長記入＞

（１）事務事業についての評価及び今後の方向性

個別評価 必要性

今後の必要性 Ｂ必要性は変わらない 有効性 目標達成度 Ａ達成できた

町関与の必要性
Ｂ町が担うとともに、町民

協働を進めるべき 効率性
対象者の適切性 Ａ対象者は適切である

コストの削減 Ｂ削減の余地がややある

②R5年度
に実施し
た取り組
み

飼い犬猫の避妊去勢補助を、Ｒ５年度
で廃止。

④今後の改
善計画

マイクロチップ義務化への対応は
三重県下市町の動向を見極め効率
的な運用を図る。
ＴＮＲ事業は実施方法等について
改善を検討。

総合評価 Ⅱ　継　続（事業内容の現状が最良でこのまま継続すべき）

（２）事務事業の業務改善について

①R5年度
の改善計
画

マイクロチップ義務化への対応は三重県下市町の動向
を見極め効率的な運用を図る。ＴＮＲ事業は三重県で
も実施しており、町事業との相違点を整理し改善を検
討。飼い犬猫の避妊去勢補助は補助金等見直し調書で
はR5リフォームとなっている。効果や近隣市町の状況
等整理し、存廃含め事業検討する。

③取組の課
題

R4.6.1よりペットショップ等で販売す
る犬猫へのマイクロチップ装着が義務
化されているが、他市町との連携体制
が整っておらず、登録システムの整備
も未了。


